
情 報 処 理 学
有 機 化 学　Ⅰ～Ⅲ
生 化 学 　Ⅰ・Ⅱ
分 子 生 物 学
植 物 生 理 学
植 物 保 護 学

線 形 代 数 学　Ⅰ
微 分 積 分 学　Ⅰ
線 形 代 数 学　Ⅱ
微 分 積 分 学　Ⅱ
数 理 統 計 学
物 理 学
電 磁 気 学

教養科目 学部共通専門基礎科目 学部共通専門科目

学科専門科目（学科共通科目）

卒　業　論　文

新 入 生 科 目
人文･社会科学科目
理 系 教 養 科 目
英 語 科 目
第 二 外 国 語 科 目
日 本 語 科 目

1. １年次および 2 年次前期までは、教養科目や学部共通専門基礎科目を通して、幅広い教養および基礎的な専門分野を学ぶ。
2. ２年次後期から 3 年次にかけて学科専門科目や専門実験を履修し、専門分野を学ぶ。
3. ３年次後期に研究室に所属し、4 年次から卒業論文を履修し、卒業論文を作成する。 
4. 本学科を卒業した者の多くは、大学院修士課程『応用生命化学コース（応用生命化学プログラム）および生物生産科学コース（生物制御科学プロ

グラム）』に進学し、より深くそれぞれの専門分野について履修する。  

分 析 化 学
分 子 細 胞 生 物 学
動 物 生 理 学
有 機 合 成 化 学
微 生 物 生 化 学
天 然 物 有 機 化 学

機 器 分 析 化 学
食 品 化 学Ⅰ・Ⅱ
生 物 相 関 学
バイオロジカルコントロール
生 体 高 分 子 化 学
遺 伝 子 工 学

物 理 学 実 験
物 理 化 学
有 機 化 学
無 機 化 学
化 学 実 験
細 胞 ・ 遺 伝 学
動 物 ・ 植 物 科 学

応 用 微 生 物 学
栄 養 化 学
植 物 病 理 学
応 用 昆 虫 学
細 胞 工 学
植 物 工 学

微 生 物 学
生 態 ・ 進 化 学
生 物 学 実 験
地 学
地 球 環 境 地 学
地 学 実 験

食 品 工 学
食 品 製 造 学
食 品 衛 生 学
農 薬 科 学
生 物 統 計 学
国際展開力科目　Ⅰ・Ⅱ

科学英語論文演習Ⅰ‐Ⅱ

共 通 科 目
海 外 研 修 科 目
国 際 農 学 科 目 

グローバル先端科目
農 工 協 働 科 目
産 学 連 携 科 目
教 養 発 展 科 目
Multidisciplinary Courses
スポーツ健康科学科目

農 場 実 習
応用生物科学

共通実験Ⅰ・Ⅱ
応用生物科学

専門実験Ⅰ～Ⅵ

卒業生の９割近くが大学院へ進学
大学院へ進学して、より高度な専門知識と研究能力を身に付けたいという
学生が増えています。最近では９割近くの卒業生が大学院へ進学していま
す。本学科や大学院修士課程で学んだ知識・技術を活かし、多くの方が食
品・化学・医薬・分析機器等の企業や農学・化学系の公務員・公益法人等、
幅広い分野・業種で活躍しています。また、より高度な研究を行い博士号
を取得するため、修士課程修了後、本学大学院連合農学研究科に進学する
方も少なくありません。

一般選抜（前期日程・後期日程）、学校推薦型選抜、社会人特別選抜、私費外
国人留学生特別選抜、3 年次編入学試験、があります。

東京農工大学入試企画課（042-367-5837、5544）にお問い合わせ下さい。
ただし、 3 年次編入学に関しては府中地区事務部学生支援室入学試験係（042-367-5546）
にお問い合わせ下さい。

〒183-8509 東京都府中市幸町 3-5 -8
東京農工大学  農学部 応用生物科学科  https://www.tuat.ac.jp/department/agriculture/bio/

応用生物科学科 卒業生進路（過去5年）
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　部
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応用生物科学科コースツリー

卒業後の進路状況

応用生物科学科に入学するためには

入学試験等のお問い合わせは

連合農学研究科
応用生命科学専攻
生物生産科学専攻

農学府　農学専攻
応用生命化学コース

（応用生命化学プログラム）
生物生産科学コース

（生物制御科学プログラム）

生物システム応用科学府
生物機能システム科学専攻
（博士後期課程）

生物システム応用科学府
生物機能システム科学専攻
（博士前期課程）

生物システム
応用科学府

食料エネルギー
システム科学専攻

（5年一貫制博士課程）

博
士
課
程

修
士
課
程

大学院進学 85.6％

製造業 3.5％
情報通信業 1.9％
卸売・小売業 0.8％
金融業・保険業 0.3％

宿泊業・飲食サービス業 0.3％
学術研究専門・技術サービス業 0.5％

教育・学習支援 0.5％
サービス業 0.3％
医療・福祉 0.3％

公務員 2.4％
その他 3.7％

食 品 衛 生 学
蛋 白 学
農 薬 化 学
食 品 製 造 学
代 謝 工 学
昆 虫 生 理 学
生体高分子利用学

全学共通教育科目 (2)（TATⅠ・Ⅱ）
線 形 代 数 学Ⅰ-Ⅱ
微 分 積 分 学Ⅰ-Ⅱ
物 理 学
化 学
生 物 学

全学共通教育科目 (1)

学科専門科目（学科共通科目）

卒　業　論　文

農 学 基 礎 ゼ ミ
MORE SENSE 入門
科 学 技 術 と 社 会
融 合 科 目

1. １年次および 2 年次前期までは、全学共通教育科目を通して、幅広い教養および基礎的な専門分野を学ぶ。
2. ２年次後期から 3 年次にかけて学科専門科目や専門実験を履修し、専門分野を学ぶ。
3. ３年次後期に研究室に所属し、4 年次から卒業論文を履修し、卒業論文を作成する。 
4. 本学科を卒業した者の多くは、応用生命化学専攻および生物制御科学専攻（大学院修士課程）に進学し、より深くそれぞれの専門分野について履修する。  

病 原 微 生 物 学
応用生物科学
　 特別請講義Ⅰ-Ⅱ
有 機 合 成 化 学
応用生物科学
　 専 門 実 験Ⅰ-Ⅵ
バイオロジカルコントロール

栄 養 化 学Ⅰ-Ⅱ
応用生物科学
　  共 通 実 験Ⅰ-Ⅱ
生理活性物質化学
食 品 化 学Ⅰ-Ⅱ
応用生物科学実習
科 学 英 語

化 学 実 験
生 物 学 実 験
数 理 統 計 学
力 学

植 物 病 理 学
応 用 微 生 物 学
細 胞 工 学
植 物 工 学
天 敵 微 生 物 学
微 生 物 生 化 学
遺 伝 子 工 学

電 磁 気 学
物 理 化 学 A･B
無 機 化 学
生 態 学

免 疫 生 物 学
生 物 相 関 学
天 然 物 有 機 化 学
神 経 生 物 学
発 生 生 物 学
植 物 保 護 学
生 化 学Ⅰ- Ⅲ

科学英語論文演習Ⅰ‐Ⅱ

遺 伝 学
微 生 物 学
細 胞 生 物 化 学
生 物 構 造 機 能 学 

共生人文社会科学
リ テ ラ シ ー 科 目
スポーツ健康科学科目  

分 子 生 物 学Ⅰ-Ⅱ
分 子 細 胞 生 物 学
植 物 生 理 学
有 機 化 学Ⅰ-Ⅲ
分 析 化 学Ⅰ-Ⅱ
昆 虫 生 物 学

応用生命化学専攻生物制御科学専攻

国立大学法人 東京農工大学 農学部

Department of Applied Biological Science
Tokyo University of Agriculture and Technology

〒183-8509 東京都府中市幸町 3-5 -8
東京農工大学  農学部 応用生物科学科  ht tp : / /www. tuat .ac . j p / ̃b io/

「生命」の未知なる可能性を求めて

卒業生の８割以上が大学院へ進学
大学院へ進学して、より高度な専門知識と研究能力を身に付けたいという
学生が増えています。最近では８割以上の卒業生が大学院へ進学していま
す。本学科や大学院修士課程で学んだ知識・技術を活かし、多くの方が食
品・化学・医薬・分析機器等の企業や農学・化学系の公務員・公益法人等、
幅広い分野・業種で活躍しています。また、より高度な研究を行い博士号
を取得するため、修士課程修了後、本学大学院連合農学研究科に進学する
方も少なくありません。

個別学力試験（前期日程・後期日程）、推薦入学Ⅱ、社会人特別選抜、帰国子
女特別選抜、私費外国人　留学生特別選抜、3 年次編入学試験、があります。

東京農工大学 入試チーム 入学試験係 (042-367-5837) (nyusi2＠cc.tuat.ac.jp) にお問い合わせ下さい。
ただし、 3 年次編入学に関しては府中地区学生サポートセンターチーム
教務第一係 (042-367-5662) (a-kyomu2＠cc.tuat.ac.jp) にお問い合わせ下さい。

〒183-8509 東京都府中市幸町 3-5 -8
東京農工大学  農学部 応用生物科学科  ht tp : / /www. tuat .ac . j p / ̃b io/

応用生物科学科応用生物科学科
国立大学法人 東京農工大学 農学部

Department of Applied Biological Science
Tokyo University of Agriculture and Technology

平成 22 年度卒業生進路
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応用生物科学科コースツリー

卒業後の進路状況

応用生物科学科に入学するためには

入学試験等のお問い合わせは

■ 大学院進学
■ 公務員
■ 食品
■ ＩＴ関連
■ その他

82.9%82.9%

5.3%5.3%
2.6%2.6%

2.6%2.6%
6.6%6.6%

本学ウェブサイトの「入試情報」のページもご覧ください。

「生命」に未知の可能性を求めて
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がん細胞の細胞骨格の免疫染色像　緑:α-チューブリン、青：核

ナミハダニに経口投与した蛍光粒子（緑）と蛍光色素（赤）の局在

モデル実験植物シロイヌナズナの実生

基礎的な科目（「有機化学」、「生化学」、「分析化学」、「分子生
物学」など）を履修して、広く豊かな教養を身につけるとと
もに専門教育の基礎力を養います。

化学講座、生物機能化学講座、生物制御学講座のいずれかの
教育研究分野に属して、教員から指導を受けながらほぼ１

年間にわたって研
究に取り組み、論
文を作成し、発表
します。本学科の
専門教育の総仕上
げである「卒業論
文」には、８単位
があてられ、毎日
の大半を研究室で
過ごします。

　1、２年次で
は、人文社会
科学、リテラ
シー科目など
の教養科目、
自然科学系の
基礎科目、お
よび学科専門
科目のうちの

本学のアドミッション・ポリシー（求める学生像）
などは右のQRコードからご覧ください。


